
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　適切な断面に基づいたIMT測定を行うことが

できると共に、複数の方向から頸動脈を撮影する必要の

ない超音波診断装置を提供する。

【解決手段】　頸部に沿って頸動脈の短軸方向断面を連

続的に撮影し、得られた複数の超音波画像を基に、頸動

脈の３次元データを作成する。該３次元データを基に作

成した頸動脈の３次元イメージ２５をモニタ上に表示し

、該３次元イメージ２５を用いてIMT値の測定に適切な

断面を指定する。測定に用いる断面が決定されると、上

記３次元データを基に、指定された断面に相当する断層

画像２８が作成され、該断層画像２８に基づいてIMT値

が測定される。

【選択図】　図３

JP 2006-456 A 2006.1.5



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 頸 動 脈 エ コ ー 画 像 を 基 に 頸 動 脈 管 壁 の 内 膜 中 膜 複 合 体 厚 を 計 測 す る 機 能 を 有 す る 超 音 波
診 断 装 置 に お い て 、
　 a)連 続 的 に 撮 影 さ れ た 複 数 の 超 音 波 画 像 か ら 頸 動 脈 の ３ 次 元 デ ー タ を 作 成 す る ３ 次 元 デ
ー タ 作 成 手 段 と 、
　 b)上 記 ３ 次 元 デ ー タ に 基 づ い て 測 定 に 適 切 な 断 面 を 測 定 者 に 指 定 さ せ る た め の 測 定 断 面
指 定 手 段 と 、
　 c)上 記 測 定 断 面 指 定 手 段 で 指 定 さ れ た 断 面 に 対 応 す る 断 層 画 像 を 上 記 ３ 次 元 デ ー タ に 基
づ い て 作 成 す る 断 層 画 像 作 成 手 段 と 、
　 d)上 記 断 層 画 像 を 基 に 頸 動 脈 管 壁 の 内 膜 中 膜 複 合 体 厚 を 計 測 す る 計 測 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 頸 動 脈 エ コ ー 画 像 を 基 に 頸 動 脈 管 壁 の 内 膜 中 膜 複 合 体 厚 を 計 測 す る 機 能 を 有 す る 超 音 波
診 断 装 置 に お い て 、
　 a)連 続 的 に 撮 影 さ れ た 複 数 の 超 音 波 画 像 か ら 頸 動 脈 の ３ 次 元 デ ー タ を 作 成 す る ３ 次 元 デ
ー タ 作 成 手 段 と 、
　 b)上 記 ３ 次 元 デ ー タ に 基 づ い て 測 定 に 適 切 な 断 面 を 自 動 的 に 指 定 す る 断 面 自 動 指 定 手 段
と 、
　 c)上 記 断 面 自 動 指 定 手 段 で 指 定 さ れ た 断 面 に 対 応 す る 断 層 画 像 を 上 記 ３ 次 元 デ ー タ に 基
づ い て 作 成 す る 断 層 画 像 作 成 手 段 と 、
　 d)上 記 断 層 画 像 を 基 に 頸 動 脈 管 壁 の 内 膜 中 膜 複 合 体 厚 を 計 測 す る 計 測 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に 頸 動 脈 エ コ ー を 利 用 し た 内 膜 中 膜 複 合 体 厚 計 測
機 能 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 動 脈 硬 化 は 狭 心 症 ・ 心 筋 梗 塞 等 の 心 疾 患 や 脳 梗 塞 等 の 原 因 と な る た め 、 そ の 対 策 が 重 要
な 課 題 と な っ て い る 。 動 脈 硬 化 が 進 行 す る と そ れ に 比 例 し て 、 外 膜 ・ 中 膜 ・ 内 膜 の ３ 層 か
ら 成 る 動 脈 の 血 管 壁 の う ち 、 内 膜 お よ び 中 膜 が 肥 厚 す る こ と が 知 ら れ て お り 、 動 脈 硬 化 の
診 断 は 、 通 常 、 頸 動 脈 血 管 の 内 膜 中 膜 複 合 体 厚 （ Intima-Media Thickness、 以 下 、 IMTと
表 記 す る ） を 測 定 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 こ こ で 、 頸 動 脈 を 測 定 対 象 と す る の は 、 他 の
部 位 と 比 較 し て 頸 動 脈 の IMT値 が 動 脈 硬 化 の 初 期 の 段 階 か ら 大 き く な る こ と に よ り 動 脈 硬
化 の 発 見 が 容 易 で あ る た め 、 お よ び 頸 動 脈 の 皮 膚 か ら の 深 さ が ２ ～ ３ cmと 浅 い こ と に よ り
測 定 が 容 易 な た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 IMT値 の 測 定 は 、 頸 動 脈 を 超 音 波 診 断 装 置 に よ っ て 撮 影 し 、 画 面 に 表 示 さ れ た 画
像 上 ま た は 紙 に 印 刷 さ れ た 画 像 上 に ノ ギ ス を 当 て る こ と に よ っ て 行 わ れ て い た が 、 近 年 で
は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う な 、 画 像 デ ー タ の 輝 度 値 を 基 に コ ン ピ ュ ー タ ア ル ゴ リ ズ ム に
よ っ て IMT値 を 測 定 す る 機 能 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 が 開 発 さ れ 、 測 定 の 簡 便 化 ・ 迅 速 化
が 実 現 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な IMT測 定 機 能 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 頸 動 脈 ５ １ の
長 軸 方 向 断 面 の 超 音 波 断 層 画 像 ５ ２ を 撮 影 し 、 測 定 領 域 指 定 枠 （ テ ン プ レ ー ト ） ５ ３ に よ
っ て IMT測 定 の 対 象 と す る 領 域 を 指 定 し て 、 該 テ ン プ レ ー ト ５ ３ 内 の 画 素 の 輝 度 に 基 づ き
解 析 を 行 う 。 こ の と き 、 高 次 多 項 式 に よ る カ ー ブ フ ィ ッ テ ィ ン グ 等 に よ り 内 膜 の 内 壁 お よ
び 外 膜 の 内 壁 が 高 精 度 に 検 出 さ れ 、 両 者 間 の 距 離 を 計 測 す る こ と に よ っ て IMTの 値 が 求 め
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ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 2889568号 公 報 （ [0031],図 6）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 正 確 な IMT測 定 を 行 う た め に は 、 上 記 長 軸 方 向 断 面 の 超 音 波 断 層 画 像 ５ ２ が 図 ６ (a)に 示
す よ う に 、 頸 動 脈 ５ １ の 中 心 軸 ５ ４ を 通 る 断 面 Aで 撮 影 さ れ た も の で あ る こ と が 望 ま し い
が 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 測 定 に 用 い る 超 音 波 画 像 ５ ２ が 本 当 に 頸 動 脈 ５ １ の 中 心
軸 ５ ４ を 通 る 断 面 で 撮 影 さ れ た も の で あ る か ど う か を 確 認 す る こ と が で き な い 。 そ の た め
、 断 面 A'の よ う に 中 心 軸 を 通 ら な い 面 で 撮 影 さ れ た 画 像 に 基 づ い て IMT測 定 が 行 わ れ る こ
と が あ り 、 こ の 場 合 、 中 心 軸 ５ ４ を 通 る 正 し い 断 面 Aの 超 音 波 画 像 を 用 い た 場 合 に 比 べ て
、 IMT値 が 大 き め に 計 測 さ れ て し ま う 。
　 ま た 、 IMT測 定 の 際 に は 通 常 、 頸 部 の 左 右 に １ 本 ず つ あ る 頸 動 脈 の 双 方 に 対 し て 、 そ れ
ぞ れ ２ 方 向 （ 側 方 お よ び 前 方 ） か ら 超 音 波 画 像 を 撮 影 し 、 そ れ ぞ れ に つ い て IMT値 を 測 定
す る 。 こ の た め 、 撮 影 に 手 間 が 掛 か る と 共 に 、 図 ６ (b)に 示 す よ う に 、 撮 影 方 向 が 本 来 撮
影 し た い 方 向 か ら ず れ 、 目 的 の 断 面 Bや 断 面 Cで な く 、 誤 っ た 断 面 B'や 断 面 C'を 撮 影 し て し
ま い 、 得 ら れ る IMT値 に 誤 差 が 生 じ る 可 能 性 が あ っ た 。
　 更 に 、 血 管 が 蛇 行 し て い る 部 分 で は 、 高 次 多 項 式 に よ る カ ー ブ フ ィ ッ テ ィ ン グ が 困 難 で
あ り 、 自 動 化 に よ る IMT計 測 を 行 う こ と が 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 適 切 な 断 面 に 基 づ い た IMT測 定 を 行 う こ と が で き る
と 共 に 、 複 数 の 方 向 か ら 頸 動 脈 を 撮 影 す る 必 要 の な い 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 頸 動 脈 エ コ ー 画 像
を 基 に 頸 動 脈 管 壁 の 内 膜 中 膜 複 合 体 厚 を 計 測 す る 機 能 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
a)連 続 的 に 撮 影 さ れ た 複 数 の 超 音 波 画 像 か ら 頸 動 脈 の ３ 次 元 デ ー タ を 作 成 す る ３ 次 元 デ ー
タ 作 成 手 段 と 、 b)上 記 ３ 次 元 デ ー タ に 基 づ い て 測 定 に 適 切 な 断 面 を 測 定 者 に 指 定 さ せ る た
め の 測 定 断 面 指 定 手 段 と 、 c)上 記 測 定 断 面 指 定 手 段 で 指 定 さ れ た 断 面 に 対 応 す る 断 層 画 像
を 上 記 ３ 次 元 デ ー タ に 基 づ い て 作 成 す る 断 層 画 像 作 成 手 段 と 、 d)上 記 断 層 画 像 を 基 に 頸 動
脈 管 壁 の 内 膜 中 膜 複 合 体 厚 を 計 測 す る 計 測 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 別 の 態 様 と し て は 、 上 記 測 定 断 面 指 定 手 段 の 代 わ
り に 、 頸 動 脈 の ３ 次 元 デ ー タ に 基 づ い て 測 定 に 適 切 な 断 面 を 自 動 的 に 指 定 す る 断 面 自 動 指
定 手 段 を 設 け た も の と し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 頸 動 脈 の ３ 次 元 デ ー タ に 基 づ い て 測 定
に 用 い る 断 面 を 指 定 す る こ と が で き る た め 、 適 切 な 断 層 画 像 に 基 づ い て IMT測 定 を 行 う こ
と が 可 能 と な る 。 ま た 、 従 来 の よ う に 複 数 の 方 向 か ら 頸 動 脈 を 撮 影 す る 必 要 が 無 く 、 撮 影
に 掛 か る 手 間 を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 血 管 が 蛇 行 し て い る 場 合 で も 、 血 管 の 中 心 軸 と 直 交 す る 短 軸 方 向 断 面 を 指 定 す る
こ と に よ り 高 精 度 な IMT測 定 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の
形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
［ 実 施 例 ］

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-456 A 2006.1.5



　 図 １ は 本 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 の 要 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 超 音 波 プ ロ ー
ブ １ １ は 、 被 検 者 の 頸 部 表 面 の 所 定 の 位 置 に 当 接 し 、 発 信 超 音 波 を 被 検 者 の 体 内 に 送 波 す
る と 共 に 、 被 検 者 の 体 内 で 反 射 さ れ た 超 音 波 を 受 波 し て 電 気 信 号 に 変 換 す る 。 超 音 波 送 受
信 部 １ ２ は 超 音 波 プ ロ ー ブ １ １ に よ る 超 音 波 の 送 受 波 を 制 御 す る も の で あ り 、 超 音 波 信 号
処 理 部 １ ３ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ １ か ら 出 力 さ れ る 電 気 信 号 を 画 像 デ ー タ に 変 換 し 、 整 相
加 算 、 ゲ イ ン 調 整 、 対 数 圧 縮 等 の 所 定 の デ ー タ 処 理 を 行 う 。 表 示 処 理 部 １ ４ は 、 上 記 超 音
波 信 号 処 理 部 １ ３ や 後 述 の ３ 次 元 デ ー タ 作 成 部 １ ７ お よ び 断 層 画 像 作 成 部 １ ９ な ど で 生 成
さ れ た 画 像 デ ー タ に 基 づ き 、 モ ニ タ １ ５ に 超 音 波 画 像 や ３ 次 元 イ メ ー ジ な ど を 表 示 さ せ る
た め の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 画 像 メ モ リ １ ６ は 上 記 超 音 波 信 号 処 理 部 １ ３ に よ っ て 生 成 さ れ た 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る
も の で あ り 、 ３ 次 元 デ ー タ 作 成 部 １ ７ は 、 画 像 メ モ リ １ ６ に 蓄 積 さ れ た 複 数 の 超 音 波 画 像
を 基 に 頸 動 脈 の ３ 次 元 デ ー タ を 作 成 す る も の で あ る 。 断 面 位 置 指 定 部 １ ８ は 、 作 成 さ れ た
３ 次 元 デ ー タ に 基 づ い て IMT測 定 に 適 切 な 断 面 を 指 定 す る も の で あ り 、 断 層 画 像 作 成 部 １
９ は 指 定 さ れ た 断 面 に 相 当 す る 断 層 画 像 を 上 記 ３ 次 元 デ ー タ に 基 づ い て 作 成 す る 。 IMT値
測 定 部 ２ ０ は 、 作 成 さ れ た 断 層 画 像 内 で IMT測 定 の 対 象 と す る 領 域 を 設 定 す る と 共 に 、 設
定 し た 測 定 対 象 領 域 内 の IMT値 を 測 定 す る た め の 所 定 の 処 理 を 行 う 。 上 記 各 部 は 制 御 部 ２
１ に よ っ て 制 御 さ れ 、 該 制 御 部 ２ １ に は マ ウ ス 等 の ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス や キ ー ボ ー ド
等 か ら 成 る 入 力 部 ２ ２ に よ っ て 測 定 者 か ら の 指 示 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ２ は 本 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 に お け る ３ 次 元 デ ー タ の 取 得 方 法 を 示 す 概 念 図 で あ る
。 ま ず 、 測 定 者 は プ ロ ー ブ １ １ を 被 検 者 の 頸 部 の 所 定 の 位 置 に 当 接 さ せ 、 頸 部 に 沿 っ て プ
ロ ー ブ １ １ を 移 動 さ せ な が ら 超 音 波 画 像 の 撮 影 を 行 う 。 こ の 間 、 一 定 時 間 毎 に 頸 動 脈 の 短
軸 方 向 の 断 層 画 像 が 描 出 さ れ 、 画 像 メ モ リ １ ６ 内 に 血 管 に 沿 っ た 連 続 画 像 の セ ッ ト ２ ３ が
記 憶 さ れ る 。 な お 、 こ の と き プ ロ ー ブ １ １ は 測 定 者 が 手 で 動 か し て も よ く 、 何 ら か の 移 動
手 段 を 用 い て 自 動 的 に 動 か す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 撮 影 完 了 後 、 測 定 者 が 入 力 部 ２ ２ で 所 定 の 操 作 を 行 う と 、 ３ 次 元 デ ー タ 作 成 部 １ ７ に よ
り 上 記 連 続 画 像 の セ ッ ト ２ ３ を 基 に 頸 動 脈 の ３ 次 元 デ ー タ ２ ４ が 作 成 さ れ 、 更 に 該 ３ 次 元
デ ー タ ２ ４ を 基 に 頸 動 脈 の ３ 次 元 イ メ ー ジ ２ ５ が 作 成 さ れ て モ ニ タ １ ５ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 続 い て 測 定 者 が 所 定 の 操 作 を 行 う こ と に よ り 、 図 ３ (a)に 示 す よ う に 、 モ ニ タ 上 に 表 現
さ れ た ３ 次 元 空 間 内 に 上 記 頸 動 脈 の ３ 次 元 イ メ ー ジ ２ ５ に 加 え て 、 測 定 断 面 指 定 用 の 平 面
（ 断 面 指 定 プ レ ー ン ） ２ ６ が 表 示 さ れ る 。 測 定 者 は マ ウ ス 等 を 操 作 す る こ と に よ り 、 断 面
指 定 プ レ ー ン ２ ６ が 頸 動 脈 の 中 心 軸 ２ ７ を 通 り 且 つ 目 的 の 角 度 で 頸 動 脈 を 縦 断 す る よ う に
、 該 断 面 指 定 プ レ ー ン ２ ６ を 適 宜 回 転 ・ 移 動 さ せ る 。 ま た 、 頸 動 脈 の ３ 次 元 イ メ ー ジ ２ ５
お よ び 断 面 指 定 プ レ ー ン ２ ６ は 両 者 の 位 置 関 係 を 保 っ た ま ま モ ニ タ 上 で 回 転 さ せ る こ と も
で き 、 様 々 な ア ン グ ル か ら 確 認 す る こ と で 断 面 指 定 プ レ ー ン ２ ６ が 適 切 な 断 面 位 置 を 指 定
し て い る か ど う か を 確 か め る こ と が で き る 。 適 切 な 断 面 が 指 定 さ れ た と 測 定 者 が 判 断 し た
ら 、 所 定 の 操 作 に よ り 該 断 面 指 定 プ レ ー ン ２ ６ に よ っ て 指 定 さ れ た 断 面 を 測 定 用 の 断 面 と
し て 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 図 ３ (a)で は 頸 動 脈 の 長 軸 方 向 断 面 を 測 定 用 断 面 と し て 指 定 す る 例 を 示 し た が 、
図 ４ (a)の よ う に 頸 動 脈 が 蛇 行 し て お り 、 上 記 の よ う な 血 管 の 中 心 軸 を 通 る 長 軸 方 向 断 面
を 指 定 す る こ と が 困 難 な 場 合 に は 、 頸 動 脈 の 短 軸 方 向 断 面 を 測 定 用 の 断 面 と し て 指 定 す る
。 こ の 場 合 も 、 頸 動 脈 の ３ 次 元 イ メ ー ジ ２ ５ 上 で 断 面 の 位 置 お よ び 角 度 を 確 か め な が ら 指
定 す る こ と が で き る た め 、 血 管 の 中 心 軸 ２ ７ に 直 交 す る 短 軸 方 向 断 面 を 取 り 出 し て IMT測
定 に 供 す る こ と が で き 、 精 度 の 高 い IMT測 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 ま た 、 頸 動 脈 の ３ 次 元 デ ー タ に 基 づ い て 測 定 断 面 を 指 定 す る 方 法 は 、 上 記 の 方 法 に 限 ら
ず い か な る 方 法 を 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 上 記 の よ う に ３ 次 元 イ メ ー ジ ２ ５ を モ ニ タ １ ５
に 表 示 す る の で は な く 、 ３ 次 元 デ ー タ を 基 に 複 数 方 向 の 断 層 画 像 （ 例 え ば 互 い に 直 交 す る
任 意 の ３ 断 面 の 断 層 画 像 ） を 作 成 し て モ ニ タ 上 に 並 べ て 表 示 し 、 頸 動 脈 と 断 面 指 定 プ レ ー
ン の 位 置 関 係 を 複 数 の 角 度 か ら 確 認 し な が ら 断 面 の 指 定 を 行 う よ う に し て も よ い 。 ま た 、
診 断 用 断 面 を 測 定 者 が 指 定 す る の で は な く 、 ３ 次 元 デ ー タ に 基 づ い て 断 面 位 置 指 定 部 が 頸
動 脈 の 中 心 軸 や 頸 動 脈 の 方 向 な ど を 検 出 し 、 適 切 な 断 面 を 自 動 的 に 指 定 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に し て 測 定 用 の 断 面 が 決 定 さ れ る と 、 上 述 の ３ 次 元 デ ー タ を 基 に 断 層 画 像 作
成 部 １ ９ で 該 測 定 用 断 面 に 対 応 し た 断 層 画 像 ２ ８ が 作 成 さ れ モ ニ タ １ ５ に 表 示 さ れ る （ 図
３ (b)， 図 ４ (b)） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 測 定 者 が 所 定 の 操 作 を 行 う と IMT値 測 定 部 ２ ０ に よ り 該 断 層 画 像 ２ ８ 内 に テ ン プ レ ー ト
が 表 示 さ れ る 。 測 定 者 は マ ウ ス な ど を 操 作 し て 該 テ ン プ レ ー ト の 位 置 や 大 き さ を 変 更 し 、
IMT測 定 の 対 象 と な る 領 域 を 指 定 す る 。 所 定 の 操 作 に よ り テ ン プ レ ー ト の 大 き さ お よ び 位
置 が 決 定 さ れ る と 、 IMT値 測 定 部 ２ ０ に よ り 該 テ ン プ レ ー ト 内 の 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 血
管 壁 の 外 膜 の 内 壁 お よ び 内 膜 の 内 壁 位 置 が 検 出 さ れ 、 両 者 の 距 離 を 求 め る こ と に よ り IMT
値 が 測 定 さ れ る 。 な お 、 以 上 の テ ン プ レ ー ト の 設 定 お よ び IMT値 の 測 定 は 既 存 の IMT値 測 定
用 ソ フ ト な ど に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の 測 定 用 断 面 の 指 定 お よ び IMT測 定 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 １ つ の ３ 次 元 デ ー タ か
ら 頸 動 脈 の 側 方 お よ び 前 方 の ２ 種 類 の 断 層 画 像 を 作 成 し 、 そ れ ぞ れ の IMT値 を 測 定 す る 。
こ の よ う に １ 回 の 超 音 波 撮 影 に よ っ て 得 ら れ た ３ 次 元 デ ー タ を 基 に 複 数 の 断 面 で の IMT測
定 を 行 う こ と が で き る た め 、 従 来 の よ う に 頸 動 脈 の 前 方 と 側 方 の ２ 回 に 分 け て 撮 影 を 行 う
必 要 が 無 い 。
　 な お 、 こ の よ う に １ つ の ３ 次 元 デ ー タ か ら 複 数 の 断 面 を 指 定 し 、 そ れ ぞ れ に 対 し て IMT
測 定 を 行 う 場 合 は 、 １ つ の 断 面 で の IMT測 定 が 完 了 し た 後 に 再 び 頸 動 脈 の ３ 次 元 イ メ ー ジ
を 呼 び 出 し て 次 に 測 定 す る 断 面 の 指 定 を 行 う よ う に し て も よ い が 、 複 数 断 面 の 指 定 お よ び
各 断 面 で の IMT測 定 が 自 動 的 に 行 わ れ る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 要 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 に お け る ３ 次 元 デ ー タ の 取 得 方 法 を 示 す 概 念 図 。
【 図 ３ 】 (a)同 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 測 定 用 断 面 を 指 定 す る 際 の 画 面 表 示 を 示
す 図 。 (b)指 定 さ れ た 測 定 用 断 面 に 対 応 す る 断 層 画 像 を 表 示 し た 際 の 画 面 表 示 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 (a)頸 動 脈 が 蛇 行 し て い る 場 合 の 測 定 用 断 面 指 定 時 の 画 面 表 示 を 示 す 図 (b)指 定 さ
れ た 測 定 用 断 面 に 対 応 す る 断 層 画 像 を 表 示 し た 際 の 画 面 表 示 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に お け る IMT測 定 時 の 画 面 表 示 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に お け る (a)撮 影 面 の 位 置 を 示 す 頸 動 脈 の 短 軸 方 向 断 面 図
、 お よ び (b)撮 影 面 の 角 度 を 示 す 頸 動 脈 の 短 軸 方 向 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ １ … 超 音 波 プ ロ ー ブ
１ ２ … 超 音 波 送 受 信 部
１ ３ … 超 音 波 信 号 処 理 部
１ ４ … 表 示 処 理 部
１ ５ … モ ニ タ
１ ６ … 画 像 メ モ リ
１ ７ … ３ 次 元 デ ー タ 作 成 部
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１ ８ … 断 面 位 置 指 定 部
１ ９ … 断 層 画 像 作 成 部
２ ０ … IMT値 測 定 部
２ １ … 制 御 部
２ ２ … 入 力 部
２ ３ … 連 続 画 像 の セ ッ ト
２ ４ … ３ 次 元 デ ー タ
２ ５ … ３ 次 元 イ メ ー ジ
２ ６ … 断 面 指 定 プ レ ー ン
２ ７ 、 ５ ４ … 中 心 軸
２ ８ … 断 層 画 像
２ ９ 、 ５ １ … 頸 動 脈
５ ２ … 超 音 波 断 層 画 像
５ ３ … テ ン プ レ ー ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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